
+

≡

〓
〓

〓
≡

≡

≡

〓
≡

≡

〓
≡

〓
≡

〓
≡

≡

≡

≡

〓
≡

≡

≡

〓
〓
≡

≡

≡

〓
≡

≡

≡

≡

〓
≡

≡

〓
≡

〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓

≡

〓
〓
〓
≡

〓
〓
≡

〓
≡

〓
〓
〓
〓
≡

〓
〓
〓

≡

〓

〓
≡

〓
〓
≡

〓
〓
〓
〓
〓
≡

〓
〓
〓
〓
〓
≡

≡

〓
≡

地
域
が
誇
る
人
材
育
成
ヘ

耕
人
塾
第
９
期
生
入
塾

県
内
１７
中
高
か
ら
２５
人
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主体 的行動 で創造力 を高 め る意義 を説 く

木村塾長

中
高
校
生

の
人
間
力
を

育

む

「
耕

人

塾

」

（
木

村

民
男
塾
長
）

の
第

９
期

開

塾
式
が

１８
日
、
東
松
島
市

の
矢
本
東
市
民
セ

ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
。
本
年
度
は

石
巻
地
方
を
は
じ
め
、
仙

台

市

や

登

米
市

の
１７

中

・

高
校
か

ら
新
規
１３
人
を
含

む
２５
人
が

入
塾
。
昨
年
度

に

引

き

続

き
、

「
世

界

に

誇
れ
る
石
巻
地
域
に
し
よ

う

～

発

信
！

未

来

へ
～
」

を
テ
ー

マ
に

「
あ

い
さ

つ
・

清
掃

・
ご

み
拾

い
」

の
実

践
を
通
し
、
主
体
性
や
創

造
力
を
育
ん

で
い
く
。

地
域
社
会
に
貢
献

で
き

る
高

い
志
を
持

っ
た
人
材

一

を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的

一

と
し
た
同
塾
は
、
平
成
２４

年
度
か
ら
毎
年
実
施
。
教

学
委

員
と
し

て
石
巻
専
修

大
学

の
教
授
や
学
生
、
地

域

の
小
中
学
校
教
諭
、
民

間
企
業
、
団
体
が
協
力
し

て
い
る
。

例
年
は

５
月
の
開
塾
だ

が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
先

送
り
し
、
６
月
に
塾
生
を

再
募
集
し
た
。

開
塾
式
の
あ

い
さ

つ
で

木
村
塾
長
は

「
あ

い
さ

つ
・

清
掃

・
ご
み
拾
い
の
３

つ

を
継
続
す
る

こ
と

で
地
域

も
明
る
く
な
り
、
世
の
中

も
変
わ
る
。
主
体
的
に
活

動
し
、
楽
し
さ
を
見
出
し

な
が
ら
創
造
力
を
高
め
て

ほ
し
い
」
と
成
長
に
期
待

し
た
。

初
日
は
、
同
塾
１
期
生

で
石
巻
信
用
金
庫
に
勤
め

る
高
橋
智
幸
教
学
委
員
が

一
耕

人

塾

と

私

　

過

去

～

現
在
～
未
来

」
と

題
し

て

講
話
。
塾

で
学
ん
だ

こ
と

が
、
今

の
自
分
の
成
長
に

ど

の
よ
う
に
生
か
さ
れ

て

い
る
か
を
語
り
、
塾
生
た

ち
が
耳
を
傾
け
た
。
そ

の

後
、
グ
ル
ー
プ

単
位

で
自

己
紹
介
や
個
人
目
標

の
設

定
、
世
界
に
誇
れ
る
石
巻

に

す
る
た
め
に
自
分
に
で

き
る

こ
と
の
検
討
な
ど

を

一丁
つ

こ́
。

タ
ー

．　

●
／

今
後
は
月
１
１

２
回
の

頻
度

で
塾
を
開
き
、
各
個

人
が
設
定
し
た
目
標
に
対

す
る
実
践
活
動
や
成

果
発

表
を
行
う
。
活
動
内
容
や

場
所
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
に
応
じ

て
柔
軟

に
対
応
。

１２
月
１２
日
に
閉

塾
式
を
行
う
予
定
。

【
山

口
紘
史
】

石巻 日日新聞  2020年 (令和 2年)7月 24日  金曜日
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